
（課題番号 １２）
◆活動年次：令和３～令和７年度
◆対 象：平取町紫雲古津地区 ８戸

１ 課題の背景

２ 活動の経過

（１）トマトの収量向上

【環境モニタリング生育調査による草勢維持】

『ICT機器（環境モニタリング）に係るデータの活用及び種々の摘葉技術を提案』

①環境モニタリングを用いたハウス内環境データと生育調査結果を農業者と情報共有を図っ

り、摘葉技術を提案した

【土壌物理性改善】

『緑肥導入による土壌の物理性改善（作土層の拡大、根張りの向上）』

②緑肥実証展示ほを設置し、導入効果検証を行い農業者と情報共有を図った

環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ(飽差の推移)

環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査結果の

情報共有(R4.8)

環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

トマトの根張り状況の共有（R4.11）土壌硬度調査（R4.４）

摘葉の様子

ﾄﾏﾄ胡瓜部会紫雲古津支部会(R4.12)

根が深いね

摘葉は今でしょ

下層は硬いなぁ

摘葉開始ね

飽差は？

緑肥の賜物ですよ

作業競合
省力化

《地域の概要》

・トマト中心の水稲との

複合経営

・水稲は近隣地区と機械

利用組合（機械共同利用、

共同作業）を組織

《課題》トマト：摘葉技術の確立、土壌物理性改善による収量性の向上

水 稲：高齢化による作業員不足、園芸との作業競合→省力化

（２）農作業省力化の推進

『施設園芸との作業競合回避のため省力化技術の導入を提案した』

《提案した水稲省力化技術》

①高密度播種栽培：播種量増による苗箱の削減

（30箱/10a→20箱/10a）

②ロング肥料苗箱施用：育苗追肥の省略

（追肥２回→追肥０回）

③基肥全量苗箱施用試験：基肥施肥作業の省略

（基肥１回→基肥０回） 水稲現地研修会（R4.8）

グッと楽になりますよ

水稲と施設園芸の労働力軽減と生産性の高位平準化による地域農業の維持
～”ゆとり” ”調和” ”共有”みんなで築こう Tomato & Rice!～

ふぅ トマトでもっと稼ぎた

いけど、田植えの時期とか手

が回らないんだよなぁ・・・

底
上

関係機関連携

研修会にはＪＡ、

町が参加し、情報

共有している。ま

た、重点地区の取

組は各生産部会で

報告し、地域内で

情報共有を図った。



3 活動の成果

（２）農作業省力化の推進

目標：生育に応じた摘葉実施農業者戸数 現状３戸→目標６戸→実績７戸（117%）

省力化技術実証と導入推進

①高密度播種、ロング肥料苗箱施用導入により

播種・育苗作業の約31％の労働時間削減

②移植作業が利用組合で7日間→6日間

農業者A

省力化技術取組状況の推移

農作業時間が例年より短く

なったので、労働時間の短

縮を実感するよ。

4 今後の対応
（１）トマトの収量向上

・生産部会で情報を共有し、摘葉方法や飽差管

理の波及を図る。

・平取版の緑肥体系の整理

（１）トマトの収量向上

目標：生育に応じた摘葉実施農業者戸数 現状１戸→目標２戸→実績２戸（100％）

【環境モニタリング生育調査による草勢維持】

【土壌物理性改善】

緑肥導入による着果数の比較

農業者G

今年は飽差を意識して栽培管理してるよ。

高温時はかん水量を増やし たり、 遮光用

の2重カーテンの開閉 を意識するようにな

った。

農業者C

「飽差」を意識した摘葉の効果が具現化
①草勢（茎径）の維持
②通気性の向上 病害虫の発生減→防除コスト減
摘葉実施農業者収量（地区支部会平均対比）

農業者B120％ 農業者G106％

殺菌剤散布回数の比較

緑肥の効果を数値で見る

ことができて分かりやす

かったよ。緑肥の作付け

を続けてみるよ。
緑肥導入による効果の共有と波及
①緑肥導入の生育への効果を検証
②緑肥導入の継続と変更

（２）農作業省力化の推進

・高密度播種の導入の継続支援

・トマトとの作業競合緩和の確認

・省力化技術の波及

緑肥実証展示４戸の取組状況


